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慶應義塾大学図書館概要 
6つのキャンパス（地区）に8つの図書館 

 

三田メディアセンター（人文・社会科学） 

日吉メディアセンター（人文・社会・自然科学） 

    協生館図書室（ビジネス・メディアデザイン・システムデザイン） 

理工学メディアセンター（理工学） 

信濃町メディアセンター（医学） 

薬学メディアセンター（薬学） 

湘南藤沢メディアセンター（人文・社会・自然科学） 

    看護医療学図書室（看護学） 

 

※保存書庫（白楽サテライトライブラリー, 山中資料センター） 

 

蔵書数：約475万冊（2010年度末時点） 

 



メディアセンター本部の役割 
受入目録担当：受入, 目録 

電子情報環境担当：システム, 電子資源, 電子化事業 

総務担当 

 

受入・目録業務の集中処理 

    選書・発注 → 地区 

    受入・支払・目録 → 本部 

    請求記号付与・ラベル装備 → 地区 

 

受入目録担当スタッフ構成 

    受入：専任職員 2名, 嘱託職員 1名, 委託 7名 

    目録：専任職員 5名, 嘱託職員 2名, 委託 22名（内パート6名） 

 

※参考 2011年度年間受入冊数 

     図書約80,000冊  雑誌約93,000冊  非図書約5,300アイテム 

 



図書館システムの変遷 
KOSMOSⅠ (1992-1998)（ILIS/富士通） 

・全塾統合図書館システム 

・著作責任単位書誌 

・NACSIS-CATに合わせた多階層目録 → 1996年に2階層にたたみこみ 

・典拠コントロール（著者名/統一タイトル） 

※調達書誌：TRC, UTLAS 

 

KOSMOSⅡ (1999-2010)（CALIS/丸善） 

・発注・受入・支払機能を外付けシステムへ 

・目録作業は本部での集中処理へ 

・AACR2, MARC21フォーマットの採用 

・MARC21採用による書誌階層のたたみこみ 

・典拠コントロール停止（標目調整のみ） 

・独立した特殊言語資料目録DB（ちゅうから） 

・NACSIS-CATへの図書の新規所蔵登録停止 

※調達書誌：TRC → NTS, OCLC, RLIN, DBD 



図書館システムの変遷 
KOSMOSⅢ (2010/4-)（Aleph/ExLibris） 

・海外統合パッケージシステム 

・発注・目録の書誌共有 

・書誌作成単位の変更 

      著作責任単位 → 和書：物理単位 

                                       洋書：標題紙主義 

・著者典拠コントロール再開 

・Unicode対応 

      ちゅうからを統合 

・Z39.50経由での外部MARCの活用 

※調達書誌：NTS → TRC, NII, LC, OCLC 

                         中国国家図書館, 延世大学 

                         TOOLi, Book Web Pro, Amazon（発注用） 



慶應での目録規則・記述フォーマット 

・図書 

  和/洋とも英米目録規則第2版 2002年改訂版（AACR2）を使用 

  和書は一部、日本目録規則1987年版改訂3版（NCR）を採用 

        → 情報源，目録言語の規定など 

  和漢古書はNCRを採用 

 

・雑誌 

  和雑誌はNCR、洋雑誌はAACR2に従う 

  NIIの各種規則も必要に応じて使用する 

 

・書誌フォーマットはMARC21を採用 



KOSMOSⅢ移行時の運用変更 
！調達書誌に極力手を入れずに活用する！ 

 

・和書：著作責任単位 → 物理単位書誌 
  調達書誌の書誌単位に合わせ、書誌修正を省力化 
  新システムのレコード長・タグ長制限に対応 
 
・物理単位書誌 → 資料そのものを同定しやすい 
  各冊の出版年, 頁数（集合書誌だと丸まってしまう） 
  一対一での表紙画像, 目次情報の表示機能 
  物理単位の電子化コンテンツとのリンク 
  コード情報の重要性（固定長部, 標準番号, 外部ユーティリティ書誌ID等） 
 
・雑誌個別取り書誌の廃止 
  図書扱いアイテムでも雑誌書誌にリンクさせる 
  同じアイテムの重複書誌は作成しない 
 
・典拠コントロールの再開 
  標目調整の省力化, 一括修正機能の活用などを期待 

システム環境・機能
に合わせる 

他協力機関と
のデータ交換 

作業効率化 
コスト削減 



KOSMOSⅢ目録モジュール構成 



目録作業の実際 

書誌調達 
From NII 

書誌調達 
From TRC 



目録作業の実際 

書誌修正 
To Keio 

典拠レコード 

詳しくは 
デモンストレーション 
または画面例を 
ご覧ください 



書誌テンプレート 

1XX 
発注書誌 
作成用 

2XX 
タグ 
補完用 

3XX 

オリジナル
作成用 



類似レコード検索 

ISBNから 
検索 

他に 
 

書誌ID 
タイトル 
著者 
出版者 
出版年 

 
などから 
検索可 

洋書編 



LC書誌例 



OCLC2件目 
OCLC1件目 



書誌修正→保存 
編集画面 

保存時のメッセージ 
Validation Checkあり 



編集画面下部 
 

タグ説明 
特殊文字テーブル 

Web OPAC表示 
など 



類似レコード検索 和書編 



TRC書誌例 



NII書誌例 



書誌修正 

TRC→Keio 



WKR自動生成 



WKR生成後 

タグによって 
WKRの必要なタグと 
不要なタグあり 



中国書編 

OCLC書誌例 NLC書誌例 



自動調整処理 
メニュー 



OCLC調整後 NLC調整後 



外部MARCの特徴 
LC（MARC21） 

・同じフォーマットのためそのまま流用できる 

・西洋人の典拠 → LCNAを典拠ツールとしているためそのまま 

・LC分類 → NDC分類付与の参考情報として有用 

・LCSH → 和書の3類に付与しているため参考情報として有用 

・新刊の場合、CIPデータのままのことがあり修正が手間 

 

OCLC（MARC21） 

・中国書/韓国書の調達元としても活用 

・重複書誌があるため、同定・選択が面倒 

・ヨーロッパ系の資料の流用に便利だが、 

  目録言語がドイツ語やフランス語の場合あり 

・Aleph経由での検索は有料 

・無料のWorldCatではMARCタグ表示が見られないのが残念 



外部MARCの特徴 
TRC（TRC-MARC→MARC21） 
・和書の調達元をNTSからTRCへ変更 
  NTSは日販流通に載らない資料の書誌が取りにくい 
  NTS以前にTRCを採用 → 慶應のNDC分類の傾向がTRC寄り 
  AV資料のMARCの活用を期待（実際には利用していない） 
・階層のある資料の本タイトル採用基準が異なる場合がある 
・1週間に1度のデータ更新（オリジナル処理の前に1週間保留に） 
 
NACSIS-CAT（CATP→MARC21） 
・研究報告書, 遺跡発掘資料, 雑誌等の調達に有用 
・多階層書誌なので、本タイトルの変更が必要な場合がある 
・取り込み時に落ちる情報がある 
   ex. シリーズ名（巻号や下位シリーズがない場合）など 
 
中国国家図書館（CHINA-MARC→MARC21） 
・タイトル・標目にしかピンインが付かない 
・ピンインは漢字形タグの$9として調達される 



図書書誌の調達率 
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図書書誌の調達率 

2011年度 (KOSMOSⅢ)                            2009年 (KOSMOSⅡ) 
    和洋の割合    和：70%  洋：30%             和洋の割合    和：69%  洋：31% 
    書誌調達率（全体）  93.3%                      書誌調達率（全体）  95.4% 
    書誌調達率（和）       92.2%                      書誌調達率（和）      94.4% 
    書誌調達率（洋）       95.8%                      書誌調達率（洋）      97.7% 
 
※新規受入図書のみ（遡及作業分は含まず） 
※この調達率には慶應に既存書誌があったものも含む 
 
システム移行前の方が調達率が高いが… 
   → KOSMOSⅢでは、現物＝調達書誌かつ書誌作成単位が 
        合致しているもののみカウント 
        KOSMOSⅡでは、類似書誌を流用して修正したものも 
        「調達」とカウント 
    



日本語処理/漢字処理 

日本語処理 

・Happiness（形態素解析ソフト）の活用 

  ローカル辞書設定 

・WKR 

  Rは海外へデータ提供する際に有用 

  ※中国書・韓国書はKRのみ 

 

漢字処理 

・Unicode対応システムによる〓文字の解消 

・異体字変換テーブルによる重複記述省力化 

   正・異体字/新・旧字/繁・簡体字 



典拠レコード運用 

KOSMOSⅢ移行時に標目から名寄せして一括作成 

→ 泣き分かれ, 典拠なし標目, 団体名だが 

     個人標目タグになっている 

     など改修の必要なデータあり 

 

新規レコード作成時の参照ツール 

     西洋人 → LC ＞ 現物形 

     日本人 → KOSMOSⅢ ＞ NII ＞ NDL ＞ 現物形 



既存典拠あり→リンク 



典拠なし→作成 

日本人 



中国人 西洋人 



その他 

・ASF (Aleph Sequential Form) データによる一括登録機能 

  GLP (Google Library Project), 和漢古書データの登録など 

  プロジェクト的データ一括処理に有用 

・電子資源の管理 

  Alephは冊子資料の目録データのみ対応 

  電子資源はSFXから利用者用OPAC”KOSMOS”(Primo)へ 

・Google Library Project 

  AlephにASFで書誌登録（編集不可） 

  KOSMOSからGoogle Booksへの全文リンクあり 

  （リンクのキーは慶應のBOOK-ID） 



問題点・課題 

・典拠レコードの整備 

・国内典拠データベースの共通化 

・異体字テーブル未定義の文字あり 

・国立国会図書館からの書誌調達 

・RDAへの対応検討 

・コード情報の整備 

  （過去分では不完全なデータが多い） 


